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ロ
ー
カ
ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
で
、

　

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
意
思
決
定
過
程
へ
の

　
　

女
性
の
参
画
の
拡
大
が
重
要

―
第
五
六
回
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会

　
　
（
C
S
W
56
）
を
振
り
返
っ
て
―

太お
お　

　

田た　
　

祐ゆ
う　

　

子こ

は
じ
め
に

　

我
が
国
で
は
、
政
府
の
い
わ
ゆ
る
『
二
〇
二
〇
年
目
標
』
で
あ
る
、

「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
指
導
的

地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
が
、
少
な
く
と
も
三
〇
％
程
度
に
」（
平

成
十
五
年
六
月
二
十
日
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
決
定
）
の
達
成
に
向

け
て
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
に
お
い
て
も
、
文
部
科
学
省
の

「
女
性
研
究
者
支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
の
を
機
に
、

男
女
共
同
参
画
と
女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
開
始
し
、
事
業
終
了
後
の
現
在
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
推
進
本

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
世
界
的
に
著
名
な
文
化
人
類
学
者
で
あ
る
と

と
も
に
、
我
が
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
り
、
男
女

共
同
参
画
の
政
策
を
牽
引
す
る
存
在
で
も
あ
る
、
原
ひ
ろ
子
先
生
（
城

西
国
際
大
学
客
員
教
授
）
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

原
先
生
の
所
属
す
る
団
体
か
ら
は
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
の
政
府
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代
表
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
N
G
O
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
主
宰
し

て
い
る
。
今
回
、
原
先
生
に
随
行
し
、
貴
重
な
知
見
を
得
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

五
六
回
を
迎
え
た
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
（
C
S
W
）

　
「
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
」
は
、
一
九
四
六
年
に
設
置
さ
れ
た
国

連
経
済
社
会
理

事
会
傘
下
の
機

能
委
員
会
の
ひ

と
つ
で
、
毎
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

国
連
本
部
に
お

い
て
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
や
女
性

の
地
位
向
上
に

関
す
る
様
々
な

話
題
を
議
論
し
、

経
済
社
会
理
事

会
に
勧
告
・
報

告
・
提
案
等
を

行
う
組
織
で
あ

る
。
今
年
の
第

五
六
回
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
九
日
に
開

催
さ
れ
、
一
五
〇
を
超
え
る
国
と
地
域
の
代
表
が
参
加
し
た
。
日
本
か

ら
は
、橋
本
ヒ
ロ
子
代
表（
十
文
字
学
園
女
子
大
学
副
学
長
）、岡
島
敦

子
氏
（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長
）
ほ
か
、
農
林
水
産
省
担
当
者
、
N

G
O
代
表
、
国
連
代
表
部
担
当
者
な
ど
か
ら
な
る
代
表
団
が
参
加
し
た
。

　

委
員
会
で
は
毎
年
優
先
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
る
が
、
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
農
山
漁
村
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
及
び
貧
困
・

飢
餓
撲
滅
・
開
発
・
今
日
的
課
題
に
お
け
る
役
割
（“the em

pow
er-

m
ent of rural w

om
en and their role in poverty and hunger 

eradication, developm
ent and current challenges”

）」
で
、
農

山
漁
村
女
性
の
経
済
的
支
援
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
ガ
バ
ナ
ン

ス
及
び
制
度
整
備
等
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
代
表
団
か
ら
は
、
政

府
が
「
第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、「
活
力
あ
る

農
山
漁
村
の
実
現
に
向
け
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
を
重
点
分
野
と

し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
農
業
分
野
に
お
け
る
「
家
族
経
営
協
定
」
の

普
及
、「
第
六
次
産
業
化
」
の
推
進
、「
女
性
起
業
家
枠
」
の
設
定
な
ど
、

女
性
の
活
躍
に
向
け
た
支
援
の
充
実
お
よ
び
強
化
に
努
め
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ま
た
、
国
際
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
支
援
を
重
視
す
る
こ
と
で U

N
 W
om
en 

に
）
1
（

対
し
て
積
極
的
に
貢

献
し
て
い
く
旨
を
表
明
し
た
。

委
員
会
の
成
果

写真 1　国連ビルと国際婦人の地位委員会（CSW）の
垂れ幕
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委
員
会
の
目
指
す
ゴ
ー
ル
と
し
て
は
、
合
意
結
論
の
採
択
と
、
各
国

等
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
議
案
の
採
択
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
論
お
よ
び

決
議
に
は
政
治
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
、
国
連
採
択
文
書
と
し
て
、
各

国
政
府
に
制
度
等
の
改
革
を
促
す
根
拠
と
な
る
。
合
意
結
論
に
つ
い
て

は
、
通
例
、
会
期
末
ま
で
に
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
発
表
さ
れ
る
が
、

今
回
は
会
期
を
一
週
間
延
長
し
て
も
結
論
が
出
ず
、
残
念
な
が
ら
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
（
な
お
、
後
日
、
議
長
の
所
見
が
公
表
さ
れ
る
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
）。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
提
出
の
決
議
案
「
自
然
災
害
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
六
本
の
決
議
案
と
と
も
に
無
事
採
択
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
が
女
性
（
さ
ら
に
は
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
い

わ
ゆ
る
災
害
弱
者
）
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
今
回
の
経
験
や
教
訓
、
課
題
を
各
国
と
共
有
し
、
よ
り
女

性
等
に
配
慮
し
た
災
害
へ
の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
、

「
防
災
、
災
害
救
援
、
復
旧
復
興
の
す
べ
て
の
段
階
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
を
取
り
入
れ
、
か
つ
意
思
決
定
過
程
に
女
性
の
参
画
を
確
保
す
る
」

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
は
、
五
六
回
の
回
を
重
ね
た
委
員
会
で
、

我
が
国
政
府
が
決
議
案
を
提
出
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
日
本
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
多
数
報
道
さ
れ
て
い
る
。

国
連
婦
人
の
委
員
会
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム（
N
G
O
／
C
S
W
）

　

さ
て
、
こ
う
し
た
公
式
の
委
員
会
と
並
行
し
て
、
N
G
O
主
催
の
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
（
N
G
O
／
C
S
W
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
も
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
と
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
C
S
W
／
N
G
O
）
は
、
い
わ
ば
車

の
両
輪
の
関
係
に
あ
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
各
国
N
G
O
は
情
報
交

換
・
共
有
を
行
い
、
意
見
を
ま
と
め
た
り
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
グ
を

立
ち
上
げ
た
り
し
て
、
委
員
会
や
各
国
政
府
へ
の
働
き
か
け
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
約
三
〇

〇
の
N
G
O
団
体
、

四
千
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、

三
月
二
十
六
日
に

行
わ
れ
た
N
G
O

／
C
S
W
の
開
会

式
は
右
も
左
も
女

性
ば
か
り
で
、
大

変
な
熱
気
に
溢
れ

た
も
の
と
な
っ
た
。

　

日
本
か
ら
は
一

つ
の
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
と
三
つ
の
パ

ラ
レ
ル
イ
ベ
ン
ト

写真 2　サイドイベントの様子
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が
開
催
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
「
災
害
・
復

興
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
│
東
日
本
大
震
災

と
津
波
」（
国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委
員

会
、
国
際
婦
人
年
連
絡
会
、
日
本
女
性
監

視
機
構
主
催
、
国
連
代
表
部
後
援
、
三
月

一
日
、
於
国
連
本
部
ノ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
）
で
、
原
先
生
が
パ
ネ
リ
ス

ト
を
務
め
ら
れ
た
。
災
害
直
後
の
物
資
お

よ
び
情
報
提
供
、
医
療
支
援
、
現
地
女
性

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
直
接
的
効
果
的
な
資

金
支
援
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農

業
へ
の
打
撃
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ

れ
、
定
員
を
は
る
か
に
超
え
る
九
〇
名
以

上
が
参
加
し
、
非
常
に
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

我
が
国
の
現
状
と
課
題

　

以
上
の
よ
う
に
、
委
員
会
及
び
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
冒

頭
で
紹
介
し
た
高
い
政
府
目
標
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
我
が
国
の
現
状
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。

表１　農林漁業人口に占める女性の割合
単位：千人、%

 
1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010

農業
　　　就業者数 5653 4140 3891 3353 2986 2895 2606
　　　女性就業者数 3403 2372 2171 1788 1597 1546 1300
　　　女性割合 62.2% 57.3% 55.8% 53.3% 53.5% 53.4% 49.9%
林業
　　　就業者数 108 86 64 47 ─ ─ ─
　　　女性就業者数 18 14 11 7 ─ ─ ─
　　　女性割合 16.4% 16.6% 16.8% 15.0% ─ ─ ─
漁業
　　　就業者数 371 301 260 222 212 222 201
　　　女性就業者数 67 54 44 36 32 34 30
　　　女性割合 18.1% 17.9% 16.9% 16.3% 15.1% 15.3% 14.8%

表 2　農林漁協組合役員における女性の割合の推移
単位：千人、%

 
1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010

農協役員数 68,611 50,735 32,003 22,799 20,074 19,595
　　　　　女性数 70 102 187 438 605 690
　　　　　女性割合 0.1% 0.2% 0.6% 1.9% 3.0% 3.5%
森林組合役員数 ─ ─ ─ 13,094 10,746 10,358
　　　　　女性数 ─ ─ ─ 25 34 35
　　　　　女性割合 ─ ─ ─ 0.2% 0.3% 0.3%
漁協役員数 22,022 20,449 17,974 13,861 11,125 ─
　　　　　女性数 22 29 43 45 32 ─
　　　　　女性割合 0.1% 0.1% 0.2% 0.3% 0.3% ─
日本女性監視機構（2012）日本における農林漁業女性のエンパワーメント～東日本
大震災・原発被害からの復興と課題～、報告書、日本女性監視機構発行に掲載され
た表を一部改変。
この表は農林水産省農林業センサス、農業構造動態調査、森林組合一斉調査、総務
省国勢調査、水産庁漁業就業動向統計年報を元に作成された。
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た
と
え
ば
、
我
が
国
の
国
会
議
員（
衆
議
院
議
員
）に
占
め
る
女
性
割

合
は
一
一
・
三
％
（
二
〇
一
一
年
三
月
現
在
）、
一
九
二
の
国
と
地
域
の

国
会
議
員
（
下
院
ま
た
は
一
院
制
）
の
女
性
割
合
の
中
で
一
二
一
位

（『
男
女
共
同
参
画
白
書
』
平
成
二
十
三
年
度
版
）
で
あ
る
。
ま
た
、
我
が

国
の
科
学
者
に
占
め
る
女
性
割
合
は
一
三
・
六
％
（
二
〇
一
〇
年
三
月

三
十
一
日
現
在
）で
、調
査
さ
れ
て
い
る
先
進
諸
国
三
六
カ
国
中
、平
成

十
九
年
に
韓
国
に
抜
か
れ
て
以
来
こ
こ
数
年
間
最
下
位
を
抜
け
出
せ
て

い
な
い
。｢

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」
に
お
い
て
は
一
五
人
の

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
女
性
は
一
人
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
状
況
は
現
在
の
県
等

の
災
害
復
興
関
連
会
議
、
防
災
会
議
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
林
業
分
野
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
の
農
業
就
業
人
口
に

お
け
る
女
性
割
合
は
約
五
〇
％
、
林
業
に
お
い
て
は
一
五
％
（
二
〇
〇

五
年
）
で
あ
る
が
、
団
体
の
役
員
に
占
め
る
女
性
割
合
に
な
る
と
、
農

協
役
員
で
は
三
・
五
％
、
森
林
組
合
役
員
で
は
〇
・
三
％
（
二
〇
一
〇

年
）
に
な
っ
て
し
ま
う
（
表
1
、
2
）。

　
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
女
性
が
参
画
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
社
会
全
体
の
多
様
性
を
高
め
、
元
気
な
日
本
を
取
り
戻
す
鍵

で
あ
る
」（
二
〇
一
二
年
、
野
田
総
理
大
臣
施
政
方
針
演
説
）
こ
と
を

強
く
認
識
し
て
今
後
取
り
組
み
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

林
業
分
野
へ
の
期
待

　
「
林
業
は
女
性
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
題
し
て
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
女
性

林
業
協
議
会
」
の
紹
介
が
『
山
林
』
二
〇
一
二
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
（
佐
藤
二
〇
一
二
）。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
か
ら
私
有
地
権
法
を
改
正
し
、
長
男
に
与
え
ら
れ
て
い
た
相
続
の

優
先
権
を
「
第
一
子
」
と
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
女
性
林
業
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
女
性
林
業
家
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
私
有
林
所
有
者
に
占
め
る
女
性
比
率
は
一
〇
年
間
で
七
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
二
四
％
に
な
っ
た
と
い
う）2
（

。
ま
た
、

本
誌
二
〇
一
一
年
七
月
号
掲
載
の
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
ウ
ー
マ
ン）3
（

」
も
一
つ

の
ヒ
ン
ト
で
あ
る
。「
女
性
の
視
点
は
、
安
全
な
作
業
技
術
の
開
発
に

も
有
効
で
は
な
い
か
」
と
多
様
な
視
点
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
林
業
分
野
の
女
性
参
画
に
関
す
る
施
策
と
し
て
は
、
森

林
・
林
業
基
本
計
画
（
平
成
二
十
三
年
七
月
閣
議
決
定
）「
第
三　

二

（
二
）
人
材
の
育
成
・
確
保
等
」
に
お
い
て
、「（
前
略
）
女
性
の
林
業

経
営
へ
の
参
画
、
女
性
林
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
を
促
進
す
る
。」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
林
業
は
危
険
で
力
の
要
る
仕
事
と
さ
れ
、
女
性
の
参
画

は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
下
で

進
め
ら
れ
て
い
る
高
性
能
林
業
機
械
化
と
路
網
整
備
は
、
林
業
労
働
を

革
新
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
六
次
産
業
化
」
に
は
、
消
費
者
の
目
線
で

「
魅
力
あ
る
商
品
」
に
仕
立
て
上
げ
る
女
性
の
チ
カ
ラ
が
欠
か
せ
な
い
。

　

林
業
就
業
者
数
が
一
九
六
五
年
に
比
較
し
て
三
分
の
一
以
下
に
減
少

し
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
女
性
の
参
画
と
、
そ
れ
を
支
え
る
ネ
ッ
ト



山　　林　2012・7

48

ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
二
十
二
年
度
版
の
林
業
白
書
に
「
事
例
Ⅳ
│
2　

女
子
の
チ
カ

ラ
で
林
業
を
盛
り
上
げ
た
い
！　

林
業
女
子
会
」
と
し
て
京
都
の
林
業

女
子
会
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
林
業
女
子
会
は
、
静
岡
、
栃
木
、

岐
阜
に
も
設
立
さ
れ
、
少
し
ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
都
道
府
県

の
林
業
関
係
者
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、「
レ
デ
ィ
ー
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21
」
が
あ
り
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

遅
ま
き
な
が
ら
学
術
分
野
で
も
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
宇
都
宮
大
学

で
開
催
さ
れ
た
森
林
学
会
大
会
中
に
男
女
共
同
参
画
企
画
で
ラ
ウ
ン
ド

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
専
門
や
機
関
を
超
え
た
男
女
共
同
参
画

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　

今
後
、「
林
業
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
り
、
そ
れ
が
「
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
意
思
決
定
過
程
へ
の

参
画
」
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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